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富有楴の栽培と一流通
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　とりたててあげるべき特産物のない島根県の果樹作で

あるが，海岸砂丘地のデラウェアぷどう，出雲東部，同

西部1石見東部の柿・山間地域の栗等牽・将来の県特産

果樹とすべく栽培の奨励が行なわれてきた、このうちぷ

どうは，名京阪神，北九州，瀬戸内，県内の各市場に共

販体制のもとに出荷し，昭和40年度には面積544haに

栽培されて販売傘額2億牛480万円をあげ，出荷各市場

において「島根ぷどう」としての銘柄を確立し，好評を

拍すに至っている、

　市場において「島根ぷどう」が好評を拍してい之原因

は，その味覚もさることながら，厳重な規格統一と，継

続的な計画出荷による共販体制の確立されたことに求め

られ，その背後には，栽培面積が大阪府についで西目本

におけるデラウェア種の王座をしめたことによって大量

生産を可能ならしめたことをあげねばならない、量的ま

とまりをもって共販体制下に出荷される「島根ぷどう」

は，出荷各市場において価格支配カを備えたといってよ

い。

　これに対して柿は，昭和40年度の県統計によると栽培

面積は70孕aに達し・ぷどうの栽培面積を上まわってい
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るが，計画的に開園された果樹園に栽培されたものは少

なく，散在樹に粗放的な栽培管理を行なったものが主体

となっている、その結果，隔年結果をきたしやすく，年

による生産量の差を大きくし，計画出荷に大きな支障を

きたしている働昭和41年度から柿の販売体制も整傭され

てきたが，40年度まではぷどうの如く完全共販体制が確

立されておらず，市場に対する出荷方法には各種の形態

が認められた。若干の事例を示してみるならば第1図の

如くである。

　県経済連取扱いによる共販によって市場出荷された柿

は，39年度は販売数量467，／46k9，販売金額24，／87，264

円（内富有柿3，552，000円），40年度は数量115，853k9，

金額9，551，436円（内富有柿2，83／，920円）であって，

島根県の柿はぷどうと対比して，その栽培並びにマーケ

ティングにおいて，大きな立遅れを示しているといわね

ばならない。

　本稿においては，ぷどうに対して立遅れてはいるが，

島根県の特産果樹として奨励されている柿の栽培とマー

ケテインクの実情を，集団的に開園が進められ，販売方

法も出荷初期より共販体制をとっている平田市の富有柿

を中心として考察し，あわせて，41年度より共販体制に

加入した安来市赤江町福井地区の富有柿のマーケテイン

グを，平田市の場合と対比する意味で考察してみたい。

第／図 昭和40年度における柿流通系路の事例
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（注）　①は安来市福井地区の富有柿，②は平田市の富有柿，⑧は松江市本庄地区の西条柿の流通系路を示す。
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　なお，県下では昌有柿より西条柿の生産が多く，トラ

イアイス処理による脱渋を行なって市場出荷がなされて

いるが，便宜上富有柿を中心として考察することとし

た。

柿の栽培上の特質と市場出荷動向

　島根県の柿の栽培と流通問題を考察するに先立ち，一

般的な楴の栽培的特質と，39年度における全国的な柿の

市場出荷動向をみておこう。

　まず全国的な果樹種類別栽培面積の伸び率をみれば，

昭和30年から39年に至る間に，ぷどうの2．6倍をトップ

に，みかんは2．55倍，ももは2倍の伸び率を示してい

るが，柿は僅かに1．2倍の伸びにとどまっている．

第1表果樹種類別栽培面積の推移

昭和30年 昭和39年 伸長率
ha ha

み　かん 39，730 101，300 255．0

り　ん　ご 4ア，520 65，300 137．4

ぷ　ど　う 8，310 21．700 261．1

旨本なし。 11，000 ／9，000 172．7

も　　も 10，2ア0 21，000 204．5

か　　　き 3／，380 37，900 120．8

（注）　農林省統計表による。

　一般的な柿栽培の特質として，まず第1にその栽培形

態が問題となる、柿は東洋原産の果実であり，特に日本

において「なじみ」のある果実である。アメリカ，イタ

リア等にも柿樹はみられるが，晶種の多いこと，各種の

特性を備えたものがあることは我国に及ぷものではな

い。したがってその栽培の歴吏は古く，地方的に特有な

晶種が存在しているが，散在的に宅地傍ら等に植えられ

ている場合が多い。散在樹が多いため，統計上からも園

地のみを示したものか，散在樹を換算したものか正確に

把握できず，柿の生産指導及び販売計画に大きなマイナ

スとなっている。

　このような事情から，柿は放任樹が多く，技術的経営

的に栽培の合理化を阻んでいる。果樹園として園地に栽

培されたのは目が浅く，他の果樹に対して園地で経営管

理されているのは少ない。園地化が進んでいると思われ

る甘柿の優良品種である富有が世に紹介されたのも，明

治末期から大正初期にかけてである。園地化を進めて柿

の栽培を行なっている古くからの産地は，和歌山，奈

良，岐阜，愛知，愛媛，福岡等の各県があげられる。

　柿は袋かけの必要もなく，薬剤散布回数も少く，肥料

も特に多く施用するというものではないので生産費が低

く，他果樹に比して粗放経営が可能である。このような

栽培法が長所でもあり短所ともなる、すなわち茅従来か

ら柿は空地に植えておけば自然に大きくなり，結実する

という観念が支配的であって，表年裏年の繰返しを続

げ，また，時には病虫害の大発生を招来したこともあっ

た。このような粗放経営を続ける隈りは，生産，販売両

面において大きな損失となる。とくに新興産地の場合に

は，他産地との競争に打ち勝つために，できるだけ低コ

ストで果実を生産し，優秀品を市場に出荷することが必

要となってくる、したがって従来の栽培方法から脱し，

集団園地に合理的な経営を行なって果実を結果させ，年

々の生産量隔差を少なくして，農家経済の安定を図るこ

とが課題となってくる。

　柿は永年作物であり，r桃栗3年，柿8年」といわれ

るように，鹿園投資後の資本回収に長い目時を必要とす

る。このような柿の特質から，最近の如き農業後継者不

足の時代にあっては一層新植が進まない傾向が強くなっ

てくる。現在柿の収益性は比較的高く，全国的に果物の

消費動向も堅調であるので，資本回収に時間を要すると

はいっても，将来の柿栽培の経済効果を危険視する材料

は少ないといってよいのではなかろうか、

　次に40年における柿の出荷動向をみれば，柿は比較

的小都市での消費が多い。第2表によれぱ，一般に果実

の出荷量は大都市に対して多く，柿の晶種申富有は果実

出荷の一般的性格を備えて大都市に対する出荷割合が高

い、しかしながら柿全晶種をとれば，1類都市と3類都

市の出荷量がほぼ同数であり，この点を強調するなら

ば，柿の商品的特質として，地方的に栽培される各品種

の果実が地方小都市で消費され雲みかん争りんご等にみ

られる全国的な消費シュアーが確立されていないといわ

れよう。例えは島根県の西条柿の場合，大阪以西下関ま

第2表　果実晶目別出荷量

生食向　出荷 加工向

・類都市1野癌出　荷 計
1類都市

t t t t t
ミカン 590，154 194，126 208，332 140，481 1，133，129

リンゴ 428，679 246，748 217，707 51．367 944，501

ナ　シ 128，291 65，769 92，833 6，730 293．623

ブドウ 72，385 37，791 46，942 17，337 174，455

モ　　モ 65，543 23，906 32，956 57，823 180，228

カ　キ 66，653 34，747 61，002 1ア，249 179，651

内富有 47，643 23，305 27，030 631． 98う609

1，133，129

293．623

174，455

180，228

98う609

（注）　農林省昭和40年青果物出荷統計による、

　　1類都市は全国11大都市，2類都市は49都市，

　　3類都市は人口5万人以上の227都市をいう、

　　上表は昭和40年1月～12月に出荷された出荷量
　　である、
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でに出荷が限定されている、

　柿の出荷時期にあたる10月下旬より12月上旬には，み

かん，りんご，バナナ等が店頭を賑わし，柿はこれらの

果物と競合する。特に大都市市場ではこれらの果物の入

荷が多く，柿の地位は未だ低いといわざるをえないが，

逆説的にいうならば，大都市出荷の可能性が今後に残さ

れているともいえるのではあるまいか、

平田市の概況

　平田市は島根県の北東に位置し，殻倉簸川平野の枢要

部をしめ，東は松江市，西は出雲市，南は斐川町，北は

目本海に面して総面積は127．4／平方粁であり，人口は

40年10月1日現在33，128人を数えている。地質土性を

みると，斐伊川流域の平坦部1，500haは沖積層の砂土

または砂質壌土であり，中山間部は第三紀層に属して埴

土地帯となっている。

　平田市は産業の中心を農業におく、若干の農産物の40

年度における生産状況をみれば第3表の如くであって，

水稲作，養鶏を中心とするが，富有柿の栽培を進めてい

る。

　　　第3表　40年度平田市主要農産物生産状況

1作付面積 1販売実績1販売金額（円）

水　　稲 2，230ha 112，921臥 703，272，000

富有柿 59．5ha 36，500kg 2，300，000

タバコ 34．5ha 77，915k9 33，587，000

養　　蚕 20，846k9 14，766，000

鶏 ／36，000羽 卵1茅040t

33，587．000

14，766，000

　（注）　平田市役所資料による。

　　平田市における富有柿栽堵の経緯

　平田市の柿の栽培は，久多美地区在住の恩田運市氏に

よって首唱された恩田氏は現在富有柿1．haを栽培して

いるが，氏は柿を栽培するに先立ち，まず大正13年に桃

を，ついで梨を自家の経営に導入していた。桃の老化後

は梨のみとし，現在梨の栽培面積は0．3血aである。柿は

昭和6年，深い考えもなしに1a弱植付けられた。当時

の柿栽培については試験研究機関もなく，行政機関の指

導も幼稚であって，1a弱の柿園は全く自己流の植付け

がなされた、戦時中は労力不足と国家的な食糧増産方針

によって，柿園面積の増大ということは不可能であっ

た田

　昭和25年，恩田氏は鳥取県の20世紀梨の指導者高田豊

四郎氏に，自園の梨栽培指導に来宅を乞うた。時あたか

も11月の柿の着色期であったので，高田氏は梨の指導も

さることながら，r立派な柿だ固久多美は適地らしい、
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　柿も栽培したらよかろう」というヒントを残した。

　　当時恩田氏は久多美地区の農業委員であったので，農

　業委員会の席上において高田氏の発言を取上げ，地域的

　な柿栽培方針の検討を始めた。元来，久多美地区には散

　在的に西条柿は存在したが富有柿は少なく，苗木から植

　栽していたのは恩田氏のみであった。久多美地区には昭

　和14年の干害により，約10haの中山間柵田が荒地とし

　て放置されていた、農業委員会での話し合いを通じ，27

　年には地区民の中からこの荒れ田に富有柿の植栽の動き

　が起こって約3haに植栽され，以後毎年2～3血aず

　つ苗木が植付けられた。農業委員会の当初計画は，5カ

　年で上述10haの富有柿園の造成を目標としたが，もと

　もと水田の跡地であるため開園も容易に進み，この計画

　は着実に実行されて5カ年で／05baが開園され，富有

　柿主産地化の索地を形作ったのであった。

　　10haの荒れ閏の植栽が完了したので，その後第2次

　及び第3次計画を立案し，富有柿園の造成にさらに努め

　ることとなった，久多美地区における山林原野約850ha

　のうち，開墾可能な山林は約200haに達するといわれ

　るが，これらの計画を実施するに際しては，山林の開墾

　によって植栽面積をふやすこととなった、恩田氏をはじ

　めとして地区民は，奈良，和歌山，岐阜，愛知等の柿栽

　培先進地を視察し，久多美において柿栽培の適地性あり

　や否やを詳細に検討し，また柿の市場性の動向を調査研

　究し，さらにこれまで久多美で生産された柿の晶質につ

　いての批評を聞く等の基礎的な調査を実施した結果，久

　多美地区の柿栽培についての適地性と，柿の市場性の有

　望なることに自信を得，ここに山野の開墾に着手するこ

　ととなった。山野の開墾に着手したものの，当時柿につ

　いての融資助成策は少なく，有志が自発的に柿栽培に取

　組むという状態であった、

　　昭和31年，河野農政は新農山漁村建設総合事業対策を

　打ち出したが，久多美の柿は建設事業実施の初年度に指

　定をうけ，共選場の建設等も助成されることとなった

　また，非補助土地改良開畑事業等によって柿園造成の努

　カは進められたのである。

平田市農業振興計画の樹立と富有楴の

主産地形成

　平田市は，昭和36年に市長の諮問機関として設けた農

業基本問題調査会の答申を骨組みとして，r平田市農林

業振興計画」を樹立した田計画樹立当時；果樹園として

集団的に栽培されていたものは，久多美地区を中心とす

る富有楴26baを徐き，他の果樹は極めて少ない実膚で

あった田

　農林業振興計画の詳細は計画書を参照されたいが，計

sokyu
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画を樹立する際，（1）自立経営の育成　（2）協業化の促

進　（3）機械化の推進　（4）主産地の形成を四本の柱と

し，平田市の地域的条件を背景に，平担地，中山間地，

沿岸の各地域に適合した経営類型が策定され，さらに平

田市全体として基幹作目に水稲，養鶏，富有柿を取りあ

げて主産地を形成することとした。

　近年，果実の消費は栄養知識の普及と所得増加に伴つ

て急激に増大し，これに即応して各地において果樹栽培

が著しい発展を示してきた。このような果実の需要の伸

びを背景に，平田市においても自然条件，市場流通性，

労働経済の面より，その立地条件に適応する果樹とし

て，農林業振興計画では，中山間地域においてこれまで

も開園が進められてきた富有柿を取りあげ，里山開発

／50ha，畑地転換50ha，低収獲田の転換100ha合計

300haの富有柿園造成によって主産地を形成することと

なった、その際造園にあたっては5ha以上の栽培団地

を形成し，施設の共同化と作業の共同化を行なって投下

資本の効率を高め，省カ栽培を通じて労働生産性を向上

し，経営の合理化を図ることが意図された、

　農林業振興計画は37年度より実施に移り，さらに38年

度には従来の各種農事研究クループ等をまとめて自立経

営研究協議会を結成し，主要作目部門毎に研修の場をも

つ体制が整えられた、39年度で振興計画の第1次3カ年

計画の実施を終わったので，3カ年の実績をふり返って

基本計画目標の一部修正を行ない，第2次3カ年計画

（中期計画）が樹立されることとなった、

　ところで，富有柿園300ha開園を目標とする基本計

画を実施するに際して，富有柿園の造成を阻害する要因

が発生し，計画の実行を困難とする事態が生じた。瑚

ち，

（1）農業後継者の他産業への流出，災害の発生に伴う復

　旧工事への目雇労務者の増加等によって，農業におけ

　る労働事情に著しい変化を生じた、労働カの質的低下

　と量的不足は，開園意欲を阻害する要因となった、

（2）米価の上昇に伴う水田の樹園地転換の不進捗

（3）開園予定地の権利調整の困難性

　これらの事由によって，基本計画にあげられた開園計

画の進捗度合は，目標を大きく下廻らざるをえなかっ

た、このような事情から，中期計画においては基本計画

で樹立された目標を大幅に修正せざるをえなくなり，造

園面積も300haの計画から，里山150ha，普通畑の転

換50ba合計200baに計圃面積を減らさざるをえなくな

った⑯基本計画にもとづく39年軍までの実績と，今後の

計画を示せば，第4表の通りである、

　上述した開園阻止要因によって，ここ数年間の平田市

における富有柿園の造成進捗度は鈍く，この趨勢でいく

第4表　平田市における富有柿生産計画と実績並びに将

　　　来計画

面　積

生産量

生産額

基準状態篤艦

26．0ha　223．0ha

23．2t　　／59．2t

70万円479万円

同実績

54．5ha

70．0t

280万円

第2次計
画42年度

124．5ha

243．0t

972万円

1・・年度

　200ha

544．5t

2，178万円

（注）　平田市農林業振興計画（中期計画）P21によ

　　る。

　　生産量産出基礎は10a当たりにつき7～9年生

　　0．7t10～12年生1．5t13～15年生2．2t16年生
　　以上3．0t、生産額の算出基礎単価1k9当40円

ならば，計画目標200haに対して，目標達成率は7割

にも達しないであろう。集団的主産地を形成し，量的ま

とまりをもって市場出荷するために，農業構造改善事業

による土地基盤整備をはじめとして，可及的遠かに計画

を実行することが望まれる、

　なお，40年度における平田市各地区別富有柿栽培面積

を第5表に示しておこう、久多美地区において，全面積

の7ア％にあたる45baの栽培が行なわれている垣

第5表地区別富有柿栽培面積（40年度）

面積（a）

割合（％）

1国富

181

　3

1西田

430

　8

久多美

4．500

　77

桧山

408

　7

東

300

　5

計

5．819

　100

（注）　平田市農協資料による画

島根県における富有柿栽培の理論的根拠

　これまで，平田市の富有柿栽培が恩田氏によって手が

けられ，高田氏の発言を契機として久多美地区農業委員

会の検討を通してその栽培面積が広げられ，さらに平田

市の中山間地域を富有柿の主産地化すべく市の計画が樹

立された経緯を述べてきた。

　ところで，高馬教授は昭和33年に出版された著書「島

根の果樹」において，柿の栽培について次の如く記述さ

れている。

　rかきは東洋原産のもので，我国のような夏湿地帯に

よく適合し，渋がきは寒地にも暖地にもあるが，甘がき

は我国特有のもので，気侯の激変の少い西南暖地に限ら

れている、富有，次郎の如き甘がきは一般に9月の平均

気温が21～22oC程度の所がよいとされていたが，現

在は更に高温な地方で優品を産する、かきの着色はカロ

チノイドによるもので光線よりも気温が高いことによっ

て良好な着色を得ることから，9，10，11月の気温がや
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第6表 一富有柿産地の生育期の気温（oC）

岐　　　阜

松　　　山

行橋（福岡）

平田（島根）

4月

12，7

12，9

12，0

12．8

5月

17，／

17，1

16，7

17．6

6月

2／．5

21，4

21，2

22．0

7月

25，6

25，7

25，9

26．3

8月

26，4

26，4

26，1

27．4

9月

22，5

22，8

22，1

22．8

10月

16，3

16，8

／6，4

／6．6

11月

／0，6

11，8

11．5

・11．8

4～10
月平均
気　温

20，3

20，4

20，1

20．8

9～11
月平均
気　温

16，5

17，1

16，7

17．1

年平均
気　温

14，3

14，9

14，5

／5．0

（注）　高馬進著「島根の果樹」21頁による．

や高い方がよい。本県で比較的着色がよいといわれる平

田市と岐阜市の気温，降水量を比較すると，9月の雨量

は多いが，10，11月は僅かであり，10，11月の気温が岐

阜より高いことは着色に好影響を与えている。

　岐阜では10月の下旬に漸く熟期に入るが，本県でも／0

月下旬～11月上旬に収獲期に入るので，／0月の平均気温

は少くとも17◎C近くがよく，11月に入ると平均11◎C

以上が望ましい、従って，本県の海岸地帯は甘がきの適

地はあるが，山間部では着色の点で不利になるから茅栽

培地の選択が必要である。例えば気温はあると思って

も，案外着色不良や，甘味不足するのは，傾斜地のため

目照不足による積算温度不足か，濃霧による目照不足に

起因する為と思われる。従って本県の東部では島根半島

の南岸で栽培可能であるが，中海の南岸　安来市赤江で

も着色は十分でないから，排水を行なって地下水位を下

げ，防風垣を設けて着色をよくするようにつとめるとよ

い、

　以上のように海岸線を除くと婁富有がきの着色は不十

分であるが，それに反して軟化が晩く12月でも硬いの

で，適地である四国，北九州の暖地産富有がきの出荷終

了後に出荷すれば端境の特性が生かされる……」

　以上に引用した如く3高馬教授は平田市における10，

11月の気温が岐阜より高いこと加富有柿の着色に好影尋

を与えていると高田氏の発言を理論的に実証し，さらに

島根県内の他地域においても，着色はネ十分ながら，

r目持ち」のする柿を産出することが可育白であることを

指摘されている、

　このように，県内にも適地は存在し，富有柿の栽培は

可能である。平田市を中心として，県内の栽培可能地を

集団的に開園し，r島根富有柿」として市場に大量出荷

し，市場価格を支配する段階に達することが望まれよ

う輔

機能集団としての農協⑧生産組合⑧椅部会

富有柿の主産地形成をめざす平田市であるが，機能集

団としての農協，生産組合，柿部会についての考察が，

生産，販売両面において必要である。

　久多美及び桧山両富有柿生産組合の正式発足は昭和38

年1月1目であって，40年におこなわれた平田市農協の

統合合併に先立って発足している。従来，平田市におけ

る柿の生産指導，販売斡施は，一切旧地区農協が行なっ

てきた。しかるに，柿園面積が増大し，販売業務も増加

してきたため，地区農協は従来の業務に楴関係業務がプ

ラスされるようになってきた曲当時の農協の実情から多

あらたに柿に専念出来る職員を増員することも出来ず，

農協の協力機関として，自主的に活動する生産組合を

久多美，桧山両地区に結成することとなったのである、

平田市の柿に関する機能集団としての農協と生産組合を

みるに，農協が中心となり，生産組合はその補助的役割

を担うという関係にある。まず久多美生産組合の目的，

事業，組織等を紹介しよう。

　久多美昌有柿生産組合規約によれは，r組合員とは富

有柿園10a以上を栽培する者及び将来10a以上を栽培す

る者をもって組合員とする」（第3条）とあり，現在組

合員数は145名となっている。生産組合の事務所は平由

市久多美農業協同組合事務所内におかれる（第4条）

が，この組合の目的は，r組合員が協カして富有柿の主

産地形成を図り，もって農家経済の安定を期することを

目的とする」（第2条）ことであって，この目的達成の

ための事業は，r農協と一体となり下記の事業を行なう」

（第5条）ことにある、

1．富有柿増植のための事業。

2．富有柿栽培管理についての講習会並びに研究会を毎

　年3回以上実施する、

3．生産資材の共同購入並びに生産物の共同販売の推

　進。

4．組合員の富有柿園の開園及び経営に必要な資金斡

　施、

5．組合員の富有柿園経営に必要な貯畜の奨励。、

6．その他この目的達成のため必要な事業固、

生産組合の経費は，r組合員の会費寄附金その他の収

入をもってこれに当てる、会費は通常賦課金及び販売歩

合金外に特別賦課金とする。通常賦課金は組合員1人当・
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たり100円販売歩合金及び特別賦課金はその都度決定す

る」（第12条）生産組合の運営費として主要なものは販

売歩合金であるが，販売歩合金は農協で一括徴収し，そ

の中から農協事業として生産組合に組合助成費として支

出するという形式をとっている、販売歩合金は38年度は

k9当たり1円であったが，39年度は販売金額の1．5％

に定められた。

　生産組合の組織は第2図の如くであり，組合長には柿

栽培の首唱者である恩田運市氏が選ばれている、副組合

長には生産都長と販売都長の2名があり，前者は面積拡

張のための計画案をたてたり，防除の目時方法等を決定

し，後者は県経済連から入ってくる市況をもとにして，

その目の出荷量を考慮する。生産組合と生産者間のパイ

プとして大字単位ごとに6支部が設置され，さらに部落

ごとに1名の世話人（総計21名）がおかれている。

　　　　第2図　久多美邑有柿生産組合の組織

　事　一組合長（1名）
欝一副組合長（・名）く綴養

　　　　　理　　事（6名）
　震
　協　　一監　　事（2名）

　）　　一書　　記（1名）

　　　　　支部（6）部落世話人（21名）

　ところで，昭和40年に合併された平田市の農協の1事

業部門として，柿部会がおかれている。平田市の柿裁培

の中心が久多美地区であることは既述したところである

が，農協合併後未だ目が浅く，市農協全体の事業分量の

中で柿に対する生産指導がどの程度なされるかは今後数

年の実績をみねばならず，したがって，過渡期的現象と

して久多美柿生産組合と農協楴部会久多美支部が併存し

ている田しかしながら，数年後には生産組合は楴部会に

統合して生産指導体制を整備し，久多美の柿としてでは

なく，名実共に平田市の柿として「島根富有柿」のレツ

テルのもとに市場に出荷される計画となっている。その

前段階として，すでに賦課金は生産組合にではなく，柿

部会に払込まれているが，現在時点では実質的な活動は

久多美生産組合が行なっている。

　柿部会には久多美支部をはじめとして，桧山，国富，

西田，東の5支部がおかれているが，久多美支部の場合

大字ごとに1名の理事があり（生産組合の支部長に該

当），支部の下に各部落に世話人がおかれている、

平田市の柿の生産指導，販売斡施は，農協を中心に行

なわれてきた、農協，県連を通して共販体制下に出荷さ

れた年次別の実情は後述するところであるが，とくに久

多美地区においては，農協が柿の増植時から「マーケテ

イング」を考慮に入れていた、平田市の柿が，当初から

たとえ量的には少くても県外市場に対する共販体制を採

用した背後には・柿栽培の首唱者である恩甲氏が，25年

以降の数年間を久多美農協専務理事として勤務していた

という事情がある。恩田氏を申心として，いわゆる農鵠

理念のもとに，市場販路拡大方法として農協並びに栽培

者が共販制を採用したことは，柿の主産地形成に伴う今

後の継続的計画的出荷に布石したものとして，その意義

は大きいといわねばならない、

　以上にみた如く，平田市の柿についての機能集団とし

ては農協，生産組合，柿部会があげられるが，柿の栽培

からマーケティングに至るまで，これらの機能集団に一

貫して恩田氏のリーダーシップが作用した、昭和6年，

恩田氏が無意識的にではあれ柿の栽培に着手したこと

が，平田市の富有柿の主産地化の契機となったのであ

る。

　現在，平田市農協における柿の生産指導並びに市場出

荷に関する業務は，営農課所属営農指導員三島礼一氏が

あたり，久多美支所に常駐して活動しでいる歯

　平田市農協には営農課とともに，富有柿を中心とする

特産物の振興を図るべく特産課が設置されているが，

39年産富有柿の出荷にあたって栽培農家に配布された以

下の文書を引用することによって，その指導機能の一端

を紹介することにしよう。

　　富有柿の出荷についてお知らせ

　　　　　　　　　　　　　平田市農協特産課

　本年も富有柿の出荷の時期が参りました帖昨年は思い

もよらぬ天災と，続くタンソ病の多発による被害続出に

よって，予想集荷量の半分にもとどかぬ悲惨な状態であ

りましたが，本年は天侯も昨年よりはよく，また栽培家

皆様の努カとにより，昨年の4倍の50トン程度の集荷は

出来るものと予想しています、市況は生産量が全国的に

豊作で120％程度と多く見込まれていますが，需要の伸

びからして価格はあまり悲観的ではなく，昨年と大差な

いものとの見透しです。

　次に集荷の目程をお知らせします、

　10月　29

　11月　　3，6，9，・11，12，13，16，17，18，19，

　　　　20，　22，　24，　25，　27．　30

　12月　　2，　4，7

特に出荷上の注意事項を申し上げます。

1　採収に当たっては完全に色づいているものを取って

　　下さい、着色さえ良かった・ら少し位の傷もカバーで

　　きますが，着色が悪かったら無傷のものでも格下げ

　　になります、

sokyu
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2．採収は朝露が無くなってから入り目になるまでの間

　　で午前10時頃から牛後3時まで。タ方になりますと

　　色を見誤りがちですから御注意下さい、

3．採収に当たっては手袋を使う等して果実の表面につ

　　いている白粉を落さない様気をつけて下さい。

4．雨降りの採収はなるべくさけて下さい、雨降りに採

　　りますと実が汚れます。やむをえず採られましたら

　　採収後自然乾燥してから出荷して下さい④

5．なり柄は摘果鋏で果実にすりつけて切り取り他の果

　　実に傷をつけない様注意して下さい。

集荷受け付けは午前8時より午後3時まで久多美支所

の共同集荷場にて行ないます。ヘタスキなどの傷物は早

目に出荷して下さい田また時期がおそくなると価格も良

くなると考えられまナので，11月20目以降まで残される

ものは残してなるべくおそく出荷して下さい。

　　平田富有柿の年次別出荷事情

　久多美地区の富有柿の市場出荷は29年より始まった

が，同年の出荷量は地場市場である平田の伊藤青果問屋

に1多841k9，京都の丸京青果に300k9合計2，141k9と

いう徴々たるものであった、丸京青果に対する販売金額

は9．6ア1円であって，オート三輪車で輸送されたが，

その運賃は2・二70円を要した。kg当たりの単価は，丸

京青果32円争伊藤青果問屋29円であって，運賃を差引き

すれば前者は25円となり，地場市場に出荷した方が有利

であったと思われる、それにも拘らず京都に出荷したの

は，農協が将来の平田富有柿の他市場にかける期待を示

すものであった。久多美富有柿生産組合長である恩田氏

は，r将来大規模な共販のための準備段階として，少し

でも久多美の富有柿を他市場で認識してもらおう」とい

う意識のもとに，県外市場に出荷した事情を語られる。

第7表　出荷先別販売金額（昭和29年度）

　引年には島根早申央事業農業協同組合連合会を経由し

て市場出荷されることとなった。（36年に県中央連と県

経済連は合併した）同年に富有柿の規格は，天，特，

シ，マ，ネ，サ，ンという呼称に県下統一され，各々の

階級には1個当たり重量並びに1箱当たりの玉数が定め

られた、久多美の柿が中央連を経由して市場出荷される

こととなったのは，たんにr久多美」の柿として出荷す

るよりも，県連を通して「島根」の柿として出荷した方

が，市場での通用性が高いと認識されたからである、第

8表に31年度の販売数量，販売金額を示すが，中央連を

経由して宇部，下関の各市場に出荷された数量と，地元

の伊藤青果問屋に出荷された数量が，ほぼ等しくなって

いる。

第8表出荷先別販売金額（昭和31年度）

数　　　　量

300k9

1．841

2，141

金　　　　額

9，671円

53．001

62，672

出　　荷　　先

丸京　青　果
伊　藤　問　屋

計

（注）　久多美支所資料による。

　当地では市場出荷当初より久多美農協の倉庫を使用し

て手選果による共選が行なわれ，29年にはその労賃とし

て1婁550円を要している画

30年は販売数量2，183k9，販売金額は54，854円であ

って審同年に㊨、㊥争⑳多㊧，㊧争㊨，㊨の呼称のもと

に争r久多美昌有柿」の規格が定められている、

数 量1 金 額1

出荷先
2，184kg 54今774円 中央連2，215 49参930 伊藤問屋

89 2．320 その他
4，488 107，024 計．

（注）　久多美支所資料による。

　32年度は販売数量749k9，販売金額は34，407円であ

って，中央連を経由したものは数量で81．3％（609kg），

金額で79．4％　（27，334円）となり，次第に系統利用に・

よる共販の比率が高くなる傾向を示してきた邊

　33年度には販売数量は6，422k9，販売金額は112，732

円となり，そのうち中央連を経由した数量は95％にあた

る6，125k9に達したのである。

　34年度は販売数量5，859k9のうち，系統利用による

出荷が93％にあたる5，472k9であった。出荷先は下関

高田青果，長崎青果，鹿児島青果，松江連合青果等であ

ったが，当蒔荷受機関の手数料は10％であり，下関，

鹿児島，長崎までの運賃は1箱当たり35円，60円，50円

を要し，選果，荷造りに10人の労務費2，500円を要し

ている、

　35年度は販売数量7，367k9，販売金額225，779円と

なり，中央連を経由したものは7，053kg，211，455円で

あって，系統利用率95．7％となった、同年には新農村

建設事業の一環として65坪の選果場が139万円（内補助

56万4千円，地元負担82万4千円）で建設され，平田富

有柿の市場出荷に対して施設面より一つのエポツクを画

することとなった固

　36年には重量選果機も県下で最初に55万円で購入さ

れ，従来の手選果にとって代わることとなった珂同年に

は箱も木箱よりダンボール箱に変わり，出雲市の山陰ダ

sokyu
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第9表年度別販売実績 第／0表島根富有柿規格

年度 1品種1数量1売上金額 ≡kg当り価　　格

36 富有 8，242kg 263，540円 31．97円

37 〃 29，433 1，3％，630 47．4

38 〃 12，51／ 870，391 69．5

39 〃 48，977．5 2，056，589 41．99

（注）　平田市農協資料による。

ンボールエ業弧より，木毛は加毛木毛工場より購入し

た。36年以降の販売事情は，第9表に一括提示しておこ

う曲

　なお，31年に定められた富有柿の県規格は，その後変

更され，現在は第10表に示される規格が使用されてい

る、

呼　　称 ■1ケ当り重量 I玉 数

L　L　L 3009以上 49ケ以下

一L　　L 2609以上 59ケ以下

L 2209以上 69ケ以下

M 1909以上 79ケ以下

S 1709以上 89ケ以下

S　　S 1409以上 110ケ以下

ろ9年産平田富有柿の市場流通分析

39年度における平田市農協取扱いによる地区別出荷量

及び販売金額は第11表に示されるが，その93％は久多美

地区で生産されている、39年度の出荷量はこれまでの最

第11表 昭和39年度地区別出荷量及び金額

数量（Kg）

金額（円）

久　多　美

45，570．1

1，907，465

国　　　富

590，4

23，454

西　　　田

237．8

7，129

東　1桧　山
265，0

12，098

2，314．2

105，938

計

48，977．5

2，056，589

（注）　平田市農協資料による。

高を示したが，未成園が多くて果実の生産量が少く，販

売金額は2，056，589円にとどまっている、

　市場別出荷量及び金額は第12表に示されるが，同年よ

り大阪中央青果にも出荷されることとなった。大阪中央

青果に出荷された柿の殆んどが秀級晶であった関係上，

k9当たり単価は広島中央青果についで高い、同年の大

阪市場に対する出荷量は平田市全出荷量の1割強であっ

て，近在に競合産地は多いが，将来に期待される市場で

ある。

第12表市場別出荷量及び販売金額（39年度）

出荷量 販売金額 kg当り
価　格

kg 円 円

大阪中央青果 5，100 234，350 45．95

呉　　青　　果 5，040 223，890 44．42

広島中央青果 11，190 536，450 47．94

広　印　青　果 885 29，520 33．35

北九州青果 19，605 833，410 42．51

出　雲　㊥ 5，777．5 159，119 27．54

出　雲　⑬ 1，380 39，850 28．87

合　　　計 48，977．5 2，056茅589 41．99

（注）　平田市農協資料による。

これに対して地場市場である出雲市にはラ優のM以下

並までの品質規格晶を出荷したため，単価が低くなって

いる、出荷比率の高い市場は，北九州青果の4割弱，広．

島中央青果の2割強である画

平田市の柿は100％近い系統利用による市場出荷がな

されているが，39年の場合茅経済連経由によって出荷さ

れた県内産富有柿の58％が平田市の柿であった。同年の

島根富有柿の北九州市場に対する全出荷量は21トンで，

その内平田市からは19，605kgが出荷された。北九州市

場における月別，県別入荷量をみれば第13表の如くであ

り，愛媛県52％，福岡県が32％であって，島根県は僅か

に1％の出荷比率をもつにすぎない。平田富有柿の4割

を北九州青果に出荷したといっても，同市場富有柿入荷

量の1％にすぎず，計画出荷によって市場における価格

支配カを備えるに至るには，猶長期問を要しよう、北九

州市場における大口入荷県である福岡，愛媛両県の10，

11，12月の月別入荷量を比率でみれば，福岡が25％，23

％，52％となっているのに対し，愛媛は72％，62％，19

％となっている、栽培条件に差はあろうが，両県間で競

合しないように計画出荷され，r値くずれ」を極力防ご

うとしていることがうかがわれよう、

　近年，愛媛，和歌山等の柿先進県がみかんブ□ムによ

って改植され，これに代わって鳥取，島根の柿が各市場

において注目され始めた面北九州青果より平田市農渤ピ
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第13表 北九州市場における産地別，月別富有柿の入荷量（39年度 単位t）

1福　岡 1愛　媛 1和歌山1烏　取 1島　根1 その他1合　計

9 4 4（100）

10 144（25） 406（72） ／5 565（100）
1
／ 227（23） 600（62） 93（10） 28（3） 10（1） ／5 973（100）

12 323（52） 118（19） I81（13） 82（13） 11（2） 5 620（100）

計 694（32） 1，128（52） 174（8） 110（5） 21（1） 35 2，162（100）

（注）　平田市農協調べの資料による。カッコ内は比率

あてられた文書によれば，r愛媛県等瀬戸内産地は近年

ミカンに改植され，生産量は減少していますので，山陰

に期待している」とあり，さらに，39年の柿出荷に先立

って市場側から出荷当事者にあてられた次の文書は，平

田市の柿に対する市場側の期待を一層よく物語っていよ

う、

　　　三　島　殿

　　　　　　　　　　昭和39年11月4日

　　　　　　　　　北九州青果KK果実部

　「拝啓，秋冷の瑚り益々御清栄の事と御慶び申し上げ

　ます、

愈々御地特産の富有柿も出荷期を迎え，目々御多忙の

事と推察申し上げます。さて今秋は全国的な豊作の年

であり加えて雑柚，渋柿の出廻りも予想以上の量が氾

濫しています的今目迄の当杜の取扱ひ状況は同封動向．

表の通りであります何雑，渋柿共に目下最盛期であり

　ますが11月中旬には終末を迎える見込みです。みか

ん，りんごの競合果実の中で10月下旬より柿価格も軟

下致しましたが，安価販売が消費層を拡大する結果と

　なり下押市況も落付をみせ始めました。中旬をすぎま

すと愛媛県富有柿も80％終了しますし，残量は地元消

費の方へ廻る率も増えます、

この時期より貴地富有柿の独占販売に移行すれば，大

衆食ひ付きのあとだけに反発が見込まれます。特に出

荷について希望する事は，昨年好評のあとだけに充分

な着色をまって出荷して下さい。尚初荷以後は出来る

だけ毎目販売出来る様に積込を願ひます、富有柿が3

年振りに雑柿と競合した年ではありますが，価格にも

十分に有利性の発揮が出来ています。

12月の終了まで貴地富有柿で北九州市場を占めていた

だきます様お願ひ申し上げます、全カを注いで御期待

にそふ決心です。」

　ところで第14表によって37～39年度の規格別価格を

みれば，38年は裏年であって高値，37，39両年は表年

であって安値となっているが，秀の3Lは3カ年を通

じて単価に大きな変動がない。これに対して，2L以

下の柿にあっては，単価の変動が著しい。柿栽培農家

の経済的安定を図るには，大玉の秀晶を生産すると同

時に，隔年結果の防止に努めて生産量の安定を図るこ

とが肝要となる。

第14表 年次別，階級別，．規格別単価 （単位円）

階級 LLL ・・j・ M S SS SSS 並 格外
37 91．66 82．67 72．28 62．72 54．23 45．86

秀 38 99．05 92．65 83．18 74．07 64．66 ア3．33

39 94 73 58 53 42 34

37 64．／7 57．38 52．18 44．74 39．46 35．65 36．／5 29．11 42．66

優 38 78．10 71．70 66．59 60．94 55．04 49．38

39 54 52 43 38 31 27 23 27

（注）　平田市農協資料による、

　さて，1箱当たりの流通諾経費とその比率を分析すれ

ば第15表の如くである。経費割合をみれは，資材費が

2寧，6％で最も高い、40年度よりトラック輸送のための

荷痛みを少くする為，従来より厚いダンボール箱を使用

することとなった関係上，さらに資材費は増大していよ

う、諸手数料は26．6％となっている、このうち農協手

数料は売上高の3％に決定されており，18．9円を要し

ている、農協手料料の3％は一般的にいって高く，でき



猪股趣：富有柿の栽培と流通 一41一

第15表一箱当り流通諸経費とその比率（昭和39年度）

経費　明　細

資　材　費

　　　ダンボール
　　　木　　　　毛

　　　その他の資材

労　　　賃

輸送費
手数　料

　　　荷受機関
　　　経

　　　農

　　　共

生産組合費

　　　出

　　　平

雑　　　費

　合

済

済

荷

等

連

協

金

計

割

割

富有柿（円）

62，0

18．6

4．0

44．／

9．45

18．9

6．3

9，42

4．65

糾．6

36，3

72．45

78．75

14．07

　9．68

295．85

経費割合
　（％）

28．6

／2，3

24，5

26．6

4．7

　3．3

／00

（注）　，平田市農協資料より，富有柿1箱（／5k9入）

　　当たり単価630円にもとづき計算。

　　手数料売上高の荷受機関7％経済連1．5％
　　　　　　　　農協3％

　　生産組合費　平等割1組合員当たり100円

　　　　　　　　出荷割売上高の1．5％

うる限りの引下げが望まれる。平田市において農協手数

料が高いのも，成園化の進む現段階において，生産指

導争販売斡施に農協が努カを傾け争また争選果場争選果

機に対する施設投資をしている結果とも思われるが，今

後成園化が進み，栽培面積がさらに増大して大量の果実

が市場出荷されるようになるならば，生産農家の立場に

立つ時，農協手数料の引下げがなされねばならない。

　　安来市赤江町福井地区富有柿の

　　マーケティング

　島根県東部に位置する安来市赤江町福井地区の富有柿

は，昭和9年，養蚕不況の訪れとともに桑園に混植する

という形態で導入された。当時の富有楴栽培面積は延べ

約3baであったが，戦後の菓子不足の時期に増植され多

現在18戸の栽培農家によって8haの園地が成園として

形成されている。福井地区には富有柿のほか，散在樹と

して次郎，愛宕両晶種が若干存在する。

　当地は砂壌土であり，年間平均気温も平田市より0．7

て低いという柿栽培に関する自然条件から，果実の着

色は悪いが晶質は固く，日もちがよいという特性をもっ

た富有柿を生産する。

　柿の栽培においても，各生産者間で晶質格差を解消す

るために生産面の共同化が必要である固そのための一手

段として夢福井地区において昭和33年に新農村建設事業

によって共同防除施設が設置され，以後一斉防除態勢が

とられることとなった。

　昭和24年，福井地区の柿栽培者は㊧果樹園芸組合を結

成した。この組合は任意組合であって，規約等は特別に

作成されていない。組合結成と同年に，これまでの出荷

先であった安来，松江，米子のほかに，新たに下関市場

を加えることとなった。出荷業務は，栽培農家中で比較

的柿園面積規模の大きい数名の世話人があたってきた、

組合長には小笹常夫氏を選任し，同氏宅を事務所に使用

している、小笹氏は組合設立以来今目まで組合長を続

け，同氏の統率力のもとに，組合員が団結して組合運営

が続けられてきた。組合の運営費は，39年度の場合平等

割100円，1箱当たり5円の賦課金，荷受会社からの歩

戻金によってまかなわれ，その他の必要経費はその都度

徴収されることになっている．

第16表 ㊧市場別出荷量の推移

年度1晶種i大阪1広島 松江1米子1下関1 宇部1長崎1鹿児島1合計

・・1計1 1 1・・1 1・畑1 1 一 …1 5，007

・・1計1 1 1・ll ・・1・〃…1…1 1・・1・1
4，970

・・1計 l　l・・14・1・η l1蝸1 一 I
・1・1

2争577

富　有 764 1ア6 3，861 2ヲ378 ア，179

39・次郎 5 72 24 101

愛　宕 497 497

計 769 176 3，933 2，899 7，777

（注）　㊧果樹園芸組合調べ。CaSeで表示
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　これまで，福井地区の富有柿の市場出荷には殆んど系

統利用が行なわれなかった。例外的に大阪市場出荷の場

合のみ園芸組合一経済連一市場という経路を辿ったが，

その際にも農協は経由しなかった。㊧果樹園芸組合を組

織し，栽培農家自らの活動によって市場出荷したのであ

る。相場の動向等は，組合自体が市場側と電話，電報に

よって連絡をとってきた。集出荷については，個選され

た柿を午前8時までに農協倉庫前の集荷場所に集荷し，

トラック乃至貨車で市場に発送した、近年の出荷市場を

みれば第16表の通りであって，下関，鹿児島両市場を中

心として出荷されてきた、

　福井地区の柿の39年度総売上金額は5，152，505円で

あって，うち富有楴が4，821，225円である。

第17表39年度㊧販売実績

晶　　種
1・／・ 1売上金額（円）1ら鵯

富　有
｛

7．179 4，821，225 672

次　　郎 101 55，860 537

愛　　宕 497 275，420 546

計 7，777 5，152，505

（注）　㊧果樹園芸組合資料による。

　ここで，昭和40年度まで行なわれてきた福井地区の柿

のマーケティテングの特質を，平田市の場合と対比して

考察しておこう。

　（1）平田市では共選場を建設し，選果機を導入して共

　　選を行なっているが，福井地区では何故個選を行な

　　っているか。

④共同選果場を建設するには資金投下を必要とする

　　が，18戸という少い栽培農家では，1戸当たり自己

　　負担分が大きくなる。富有柿園も8haという少面

　　積にすぎない。

◎　個選の場合には各自自由な時間に選果できる。

⑤　共選になれば労賃が必要となる、

　（2）平田市は共販体制にあるが，福井地区では何故系

　　統出荷が行なわれなかったか。

④　農協の態度

　　赤江町は県内屈指の米どころであって，安来農協赤

　　江支所の39年産米取扱金額は127，138千万円とな

　　っており，いわゆる米麦農協である、当初福井地区

　　の柿出荷にあたり，栽培農家から農協経由によって

　　市場出荷すべく要望したが，柿の生産量が少なく，

　　農協側は事務的煩雑さの故か，市場出荷に対するリ

　　スクの故にか，この要望を受入れなかった南後に柿

　　の系統出荷が奨められても，栽培農家側が応じなか

　　った理由の一因はここにある、当初の農協側の態度

　　から，㊧果樹園芸組合は単なる生産組合としてでな

　　く，マーケティングという経済機能を果たさざるを

　　えなかった、

⑩　手数料問題

　　農協，経済連を経由すれば手数料を徴収される。手

　　数料に相当する経済機能を両者が果たすかどうかと

　　いう疑念が生産者側に存在した。

⑤　自分達で開拓した市場へ出荷しつづけたい。

　　小笹氏は17年問園芸組合長の席にあり，さまざまの

　　苦労を経験した上で下関、鹿児島両市場を開拓し

　　た。例えば，各市場へ直接出向き，荷造りや選果に

　　ついて市場側の話を聞き，また出荷者別に荷の中ヘ

　　ハガキを入れ，不満の点を知らせるようにした。さ

　　らに出荷者が箱の上段には良品を並べ，下段には不

　　良品を入れるといった不正が行なわれていないかど

　　うかを確める為に，個人別に荷を売る等の方法をと

　　ることによって，市場側の信用を得る努カを重ねて

　　きた、

　　共販によって市場出荷すれば無条件委託となるの

　　で，㊧果樹園芸組合が開拓した市場には出荷されぬ

　　かもしれない．事実，39年産富有柿の経済連経由に一

　　よる出荷先をみれば，鹿児島市場には全く出荷され

　　ていない。十数年間続けた出荷先で㊧の小印は「な

　　じみ」となっている。これまで園芸組合で続けてき

　　た市場出荷の努力を水に流したくない。

ところで，福井地区も41年度から共販1とふみきって市

場出荷することとなった。生産者農協一経済連一市場

という流通経路を通すこととなったが，無条件で共販体

制の奨励にのったのではない。生産者側から提示された

条件は，

　（1）生産指導を農協中心でやってほしい。

　（2）共販になっても，従来㊧を出荷していた下関及び

　　鹿児島市場に出荷してほしい、

　（3）経済連，農協に手数料は支払うが，それに見あう

　　経済活動をすべきこと。初年度の経過的措置とし

　　て，経済連，農協をあわせて，手数料は1．6％とす

　　る。

　以上のような条件のもとに，平田市の柿と同じく，福

井地区の柿も共販体制下に「島根富有柿」として市場出

荷されることとなった。

　福井地区の柿が，園芸組合の努カによって下関，鹿児

島両市場に「なじみ」をもっているとしても，8haの

柿園から生産された果実は，所詮小口の荷にすきない、

平田市の柿をはじめとして県下の柿が，将来大量，統

一，継続の共販原則によって，出荷各市場において「島

根富有柿」として確固たる地位を築くには塾より大きな
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視野に立って大同団結の必要がある。福井地区の柿栽培

者が，従来の行きがかりを捨てて共販にふみきった意義

は大きいが，農協，経済連は生産者側から提示された条

件，即ち「生産指導の徹底，販売活動のより一層の充

実，手数料の格安さ」を忘れるべきではなかろう。

む　　す　　ぴ

　ぷどうと対比して立遅れている島根県の柿も，栽培，

流通両面において，ようやく整備される曙光がみえだし

た、栽培面においては，既に42年度から那賀郡三隅町が

基幹作目を西条柿として構造改善事業を実施することに

決定し，平田市の富有柿も，市当局で樹立された200ha

の開園計画と相まって、近い将来に構造改善事業を実施

すべくプランニングが進められ，その他県下で柿の増植

計画が立てられている地区を耳にする。流通面において

も，久多美地区の増植計画実施時より共販体制下に市場

出荷した平田市は別として，赤江町福井地区の事例でみ

た如くラこれまでの出荷方法から共販体制に入った例は

多い。

　とはいっても，猶立遅れていることに違いはない。現

在，島根県下において702haの柿栽培面積があるとい

われるが，集団的に開園された柿園は少く，晶種も雑多

であって統一されていない。県下でもっとも大きい富有

柿の集団園地を形成している平田市も未成園が多く，現

在果実の生産数量が僅かであって，共販体制下に出荷し

ていても，出荷市場において価格支配を実現したとはい

いがたい。みかんブームによる柿栽培先進地の改植のあ

とをうけ，島根の柿が市場側から期待されてはいるが，

開園の進捗を阻害する要因は多い。平田市の富有楴によ

る構造改善のみについてみても，プランニングの段階に

おいて，権利調整，後継者問題，資金面等が阻害要因と

なっている、栽培適地として，これまで集団的に開園が

進められてきた平田市においてさえ，事情かくの如きで

ある。全県的に柿の集団栽培は少く，したがって，市場

出荷される果実が量的に少いことが島根県の柿のマーケ

テイングにあたって最大の障害となっている。

　商品としての柿を生産する際しては，従来の如き散在

樹に放任栽培するというのではなく，集団園地において

栽培管理を徹底し，隔年結果の防止と果実の大玉生産を

実現することが，マーケティングの立場から必要であ

る、

　ところで，平田市及び安来市赤江町福井地区における

富有柿の栽培と流通に関し，恩田運市氏及び小笹常夫氏

の果たしたリーダーシップは特筆されねばならない。富

有柿栽培という果樹農業において両氏の果たした役割

は，集団栽培の路線をひいた意味において，大なり小な

り，地域の農業，農家を動かす力となった。富有柿のマ

ーケティングに際しては，平田市の場合恩田氏を中心

に，将来の大量販売に備えて，久多美地区における増植

計画樹立の際より農協及び県連を経由する共販制を採用

したのであった．農協が富有柿の販売主体として，当初

から登場したのである。これに対して福井地区の場合に

は，小笹氏を中心として㊧果樹園芸組合を組織し，この

任意組育から直接市場に出荷したのであった。福井地区

も今年度から共販制に加入し，農協，経済連を通すこと

となったが，これまでの㊧の市場出荷に際しては，地区

農協が米麦農協である関係上富有柿に立入らず，㊧の販

売機能の主体性は農協にではなく，小笹氏を中心とする

㊧果樹園芸組合にあった。

　r島根富有柿」が市場において価格支配力を備えるた

めには，なんといっても「量的まとまり」が前提条件と

なる、このような観点から，小口の荷しか生産しない福

井地区も共販に加入し，経済連の窓口を通して，県下他

地域の富有楴とともに「島根富有柿」として市場出荷さ

れることとなった、

　共販体制をとるならば，農協，経済連のマーケティン

ク機能は重要となってくる、平田市を中心に，開園阻害

要因を除去して栽培面積を拡大し，果実の生産量を増大

したあかつきに，農協，経済連が「島根富有柿」の真の

意味でのマーケティング主体となるためには，農協，経

済連が高い企業的能力をもち，生産および販売技術につ

いての指導能力を発揮することが必要である、商晶とし

ての晶質と規格をもった大量の富有柿が，継続的に，計

画的に市場出荷されることが，農協，経済連のマーケテ

ィング機能を生かし，市場における価格支配力を備える

道である。県下の富有柿をみるに，現在時点においては

栽培面の立遅れに主因して，たとえ共販体制をとっては

いても大量，統一，継続の共販原則が生かされておら

ず，マーケティングの立遅れを否定しえないところであ

る。

　富有柿栽培の先進諸県においては，果実の冷凍施設を

設けて冷凍保管し，1～3月にも市場出荷しているとい

う。果実を大量に生産する先進県にあっては，販売の長

期化と継続性を狙うため，たとえばこのような冷凍施設

を利用することによって，計画出荷を可能にしている。

島根県の富有柿がこのようなマーケティング手段をとり

うるのは，いつの日であろうか。　（1％6，11，15）
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